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 暑い夏から始まった２学期も、早いもので１２月を残すのみとなりました。この２学期は、５年生とし

ての大きな行事、野外活動ではもてる力を発揮し、一人一人が自分の役割に責任をもって活動することが

できました。また、６年生が修学旅行の間、通学団の班長を立派に務めたり、６年生の代わりに率先して

委員会の役割を果たしたりするなど、高い意識をもって活動する姿が見られ、感心しました。学年目標の

「Ｔｒａｉｎ」のもと、６年生につながる３学期となるよう、子どもたちと一緒に過ごしていきたいと思

います。寒い日がさらに続いていきます。健康に留意しつつ、子どもたちのがんばりを多方面でしっかり

支えていきたいと思っています。 

☆１２月の学習☆ 

国 語…古典の世界  

やなせたかし－アンパンマンの勇気― 

    あなたはどう考える 冬の朝 

書 写…用紙に対する文字の大きさと配列                                                                                             

社 会…わたしたちの生活と工業生産 

    情報化した社会と産業の発展 

算 数…単位量あたりの大きさ 割合（２） 

理 科…物のとけ方  

 

音 楽…豊かな表現 いろいろな声で音楽をつくろう 

図 工…消してかく  

家庭科…物を生かして住みやすく   

体 育…ベースボール型運動（ティーボール） 

外国語…Lesson６ At a restaurant 

総合的な学習…「バリアのない社会を目指して」

についての発表内容まとめ 

 

     

 

 

   

 

 

※個人懇談会の期間中、特選と優等の作品を職員室となりの通級指導教室の廊下に掲示します。 

 

★読書感想文について★ 

夏休みに取り組んだ読書感想文の入選作品 2 作が決まりましたので、お知らせします。 

「続 おもしろい！進化のふしぎ ざんねんないきもの事典」を読んで  1 組 吉川 助さん 

「じいちゃんの山小屋」を読んで                   2 組 山下 留実さん 

優等 竹尾 蒼一郎   藤井 翔雅   

    伊藤 理月   高岡 雅翔  藤山 隼一  

 
 
入選 黒田 心智   近藤 諒   成田 十弥    

   三浦 魁仁   高之瀬 彩乃 成田 寧々      

   山下 幹登 

  

書写コンクール               
    入賞おめでとうございます！！ 

12月学年費について 

特選 加藤 凛久都  近藤 空 
給
食
費 

１５食  ３，１５０円  

学
年
費 

消してかく   ３００円  

合
計    ３，４５０円 

 １２月５日(木)に引き落とさせていただきます。   

 前日までに、残高のご確認をお願いします。 

 



風と光 ～トヨタ車体見学を通して～ 

  

 車をつくる工程はこんなにたくさんあるとは思っていなかったので、トヨタ車体の見学に行って、車をつく

るのは大変なんだなと感じました。わたしは外食に行くときなどに、ノアやアルファードを見かけることがあ

るけれど、その車は約２０００項目の厳しい検査を通り出荷されていることを知り、すごいなと思いました。                                        

                                       （１組 野田 咲来） 

 

 トヨタの車は、主に国内の４つの工場でつくられ、また海外にも工場があることを知りました。工場によっ

て、つくっている車が違うことも知りました。１台の車をつくるのに１７時間から１８時間、設計などの開発

工程を入れると、３年から４年かかるということにびっくりしました。      （１組 樋口 颯太朗） 

 

 トヨタ車体は、いろいろな場所に工場があり、富士松工場ではノアやランドクルーザーなどがつくられてい

ることを知りました。また、ほとんどの作業をロボットがやっているということを知り、とてもおどろきまし

た。                                    （１組 肥爪 心優斗） 

 

 つくられている車や完成した車がとてもかっこよかったです。また、１台の車をつくるのにはとてつもなく

長い時間がかかるということが分かりました。これから車に乗るときに「この車も長い時間をかけてつくられ

たんだなぁ」ということを感じながら乗りたいです。               （１組 福井 登己） 

 

 工場を見学する前は、車をつくるのにたくさんの人が作業をしていると思っていましたが、機械で作業して

いるところが多くてびっくりしました。人の手で行うことが大変なところで機械を使っていることが多くあり

ました。１台の車をつくるのに何日ぐらいかかるのか、今回見学できなかった色付けでは、機械が多いのか人

の作業が多いのかが気になりました。                      （２組 成田 寧々） 

 

 見学をして１台の車ができるまでのことがよく分かりました。工場内はどこも音が大きくて、その中で集中

できていてすごいなと思いました。たくさんの場所に工場があると教えてもらい、すべての工場の広さを合わ

せるとどのくらいあるのかなと思いました。プレス機の強い力で鉄を変形していることを知って、土台やモー

ターはなぜ壊れないのだろうと思いました。                  （２組 長谷川 翔祐） 

 

 車をつくるときに、デザインを考えるところから入るということを初めて知りました。また、塗装をすると

きに４回も塗装を重ねるということを初めて知って、なぜ４回も塗装するのか気になりました。また調べてみ

たいです。                                  （２組 原田 宙歩） 

 

 車を触るときに１枚の手袋だけでは、手が切れてしまうので手袋を２重に重ねていることを初めて知りまし

た。わたしがすごいと思ったのは、機械を使って車を動かしていたことです。どこを見ても機械があって、人

と機械で協力して車をつくっていました。                    （２組 瀨 理彩） 

 

１２月生まれの仲間たち 

１２月６日 長谷川 翔祐  １２月１２日 成田 十弥 

生まれてきてくれて、ありがとう。出会ってくれて、ありがとう。 


